
2024 年度入学式 式辞 

新入生の皆さん入学、まことにおめでとうございます。神戸松蔭女子学院大学の教職員を代表して、心よりお

祝い申し上げます。ご列席いただいたご家族、関係者の皆さま方にも感謝と御礼を申し上げます。今年１月１

日に発生しました能登半島地震により、災害に遭われた皆さまには心よりお見舞い申し上げます。 

さて本学の歴史は、今から 132 年前の明治時代中頃に、イギリス人宣教師が設立した松蔭女学校にさか

のぼります。私が 16 年前に神戸松蔭に着任したときに「神戸松蔭は愛と自由の精神です」と聞いたことを、今で

も鮮明に覚えております。その意味をあらためて考えますと、ここは人と人との繋がりが温和で、とても居心地のい

い空間です。それは開学以来大切に継承してきた「他者を思いやるキリスト教の愛」が根づいているからです。皆

さんにも、伝統を受け継ぎ、他者を思いやる気持ちをもって充実した大学生活を築いていってほしいと願っていま

す。 

本日ここにこうして、皆さんが神戸松蔭女子学院大学の一員になられた最初の日に、大学モットーと社会の

変化に対応した共学大学ということについてお話したいと思います。 

先ほど、本学は 132 年前の松蔭女学校から出発したと言いましたが、現在は学校法人松蔭女子学院が

松蔭中学・高等学校と本学を運営しています。その松蔭女子学院のモットーを紹介したいと思います。それは、

「一粒のからし種」です。からしの種が一粒ということです。聖書にあるイエス・キリストの言葉に由来しています。  

「神の国を何にたとえようか。どのようなたとえで示そうか。それは、からし種のようなものである。土に蒔くときには、

地上のどんな種よりも小さいが、蒔くと、成長してどんな野菜よりも大きくなり、葉の陰に空の鳥が巣を作れるほど

大きな枝を張る」  

（マルコによる福音書 4 章 30‐32 節）  

すなわち、小さな種でも、姿かたちを変えながら成長し、やがて鳥が枝に巣を作るほどの木になるという意味で

す。一粒のからし種という言葉は、大きく成長する可能性を持つ小さな種を表しています。 大学モットーは、その

小さな種が大きく成長することを期待して”Open Yourself, Open Your Future”としています。Open 

Yourself は、自分を解放すること、Open Your Future は自分の未来を拓くことです。すなわち、学生の皆



さんが、無意識のうちに自分を閉じ込めてきた殻を破って自分を解放し、心を開いて成長し、卒業後の未来を

切り拓いていくことを期待するとともに、私たち教職員が皆さんの成長の手助けをすることを示しています。皆さん

はこれからそれぞれの学問分野で勉学にいそしむことになるわけですが、皆さんがここでどのように過ごすのかは、

皆さんの心がけ次第です。学ぶということを真摯に向き合って頂きたいと思います。その過程では、高校で学んだ

ように答えのあるものばかりではありません。絶えず試行錯誤を繰り返しながら考え続け、新たな知識を修得し、

真の実力を養っていただきたいと思います。 

現在は、情報技術の普及、地球温暖化をはじめとする環境問題の深刻化など、社会の大きな変革期に入

っています。これまで以上に多様性が重要になっており、多様な人々と交流し、多様な価値観・考え方に触れ、

共に新しい社会を作っていくことが求められています。 

本学は学位授与の方針に、他者への思いやりの心をもって社会に貢献する人材を育成することと記し、卒業

までに多様な文化が存在することを認識してその価値を十分に理解することを目指しています。本学大学院は

2000 年の発足時より男女共学ですが、学部につきましても 2025 年度から入学者に対して女子に限定しな

いこと、すなわち、共学化へと進むことになりました。共学化に伴い、2025 年度より大学名称を神戸松蔭大学

へと変更します。「女子」だけでなく「学院」についても名称から外します。本学の現在の英語名称 Kobe Shoin 

Women’s University にも学院を意味する単語を入れていないことから、本学を短く言う場合に使われている

神戸松蔭大学とし、英語名を Kobe Shoin University といたします。分割できない一つの大学ですので、神

戸松蔭大学と神戸松蔭女子学院大学が同時に存在するという形は取ることはできません。2025 年 4 月に皆

さん全員が神戸松蔭大学の学生となります。先ほどお話した大学モットー”Open Yourself, Open Your 

Future”を継承いたします。2022 年 4 月に発表しました中期計画に記されている 3 つの教育指針も継承しま

す。「協働社会をつくるコミュニケーション力の養成」「デジタル社会に対応できる能力の養成」「新しい社会を提

案できる能力の養成」です。これら 3 つはそれぞれ関連し合い、多様化が進む社会においても、私たちが豊かな

社会を未来へ繋げる原動力になると確信しております。今日から皆さんは、神戸松蔭女子学院大学として新し

いスタートが切られます。一人でも多くの人たちと出会い、自分らしく伸び伸びと成長していかれることを期待して



います。 

本日は、まことにおめでとうございます。 

2024 年 4 月 1 日神戸松蔭女子学院大学 学長 徳山孝子 


